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は
じ
め
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
一
九
八
三
年
を
最
後
に
二
〇
一
四
年
ま
で
国

勢
調
査
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め＊

１

、
こ
の
間
の
人
口
移
動
を
統
計

的
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
移
民
人
口
省
人
口
局

（D
epartm

ent of Population, M
inistry of Im

m
igration and 

Population 

以
下
Ｄ
Ｏ
Ｐ
）
と
国
連
人
口
基
金
（U

nited N
ations 

Population Fund 

以
下
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
が
、
一
九
九
一
年
の
移
民

人
口
省
に
よ
る
人
口
変
動
と
出
生
率
に
関
す
る
調
査
、
お
よ
び
二
〇

〇
一
年
と
二
〇
〇
七
年
の
移
民
人
口
省
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
出
生

率
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
調
査
に
お
け
る
国
内
人
口
移
動
（
州
、
管

区
を
越
え
る
生
涯
移
動
お
よ
び
過
去
五
年
間
の
移
動
）
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
用
い
て
、
国
内
人
口
移
動
の
傾
向
と
特
徴
を
分
析
し
て
い
る

（D
O

P and U
N

FPA
 2013

）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
国
内
の
生
涯
人
口

移
動
率
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
の
間
に
一
〇
％
か
ら
一

六
％
に
増
加
し
た
の
ち
、
二
〇
〇
七
年
に
は
一
四
％
弱
に
落
ち
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
農
村
、
都
市
の
間
で
の
人
口
移
動
パ
タ
ー
ン
は
、

二
〇
〇
七
年
時
点
で
は
、
都
市
間
の
割
合
が
四
一
％
で
最
も
高
く
、

農
村
―
都
市
間
移
動
は
二
五
％
弱
で
、
農
村
間
の
移
動
二
六
％
強
を

わ
ず
か
に
下
回
っ
て
い
た
。

こ
の
国
内
人
口
移
動
の
動
態
は
、
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き

た
特
徴
と
合
致
し
て
い
る
。
ナ
ン
ミ
ャ
ケ
ー
カ
イ
ン
・
藤
田
（
二
〇

論
　
文

ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
乾
燥
地
域
に
お
け
る
農
村
労
働
力

流
出
の
決
定
要
因
―
ニ
ャ
ン
ウ
ー
県
一
農
村
調
査
よ
り

水
野
敦
子

215-239　論文-1-ミャンマー中央乾燥地域における農村労働力流出の決定要因.indd   215 2015/11/10   16:35



216

〇
五
）
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
の
都
市
雑
業
層
に
関
す
る
調
査
に
よ

り
、
都
市
流
入
者
は
地
方
都
市
出
身
者
の
比
率
が
高
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
農
村
出
身
者
に
と
っ
て
都
市
労
働
市
場
へ
の
参
入

が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
村
地

域
で
全
世
帯
の
四
割
程
度
を
占
め
る
と
推
測
さ
れ
る
土
地
無
し
農
業

労
働
者
層
は
、
都
市
部
へ
移
動
す
る
こ
と
な
く
、
農
村
地
域
に
滞
留

し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
き
た
（
藤
田 

二
〇
〇
五
）。
農
村
間
の
移
動

に
つ
い
て
は
、
年
間
の
所
得
変
動
を
抑
え
所
得
を
平
準
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ご
く
狭
い
範
囲
で
農
村
の
浮
動
層
（
土
地
無
し
農

業
労
働
者
層
）
が
移
動
し
て
い
た
が
（
高
橋 
二
〇
〇
〇
：
九
五
）、

二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
は
、
生
存
の
た
め
の
所
得
の
平
準
化
を
目
的

と
す
る
農
業
労
働
者
層
の
み
な
ら
ず
、
資
本
蓄
積
の
た
め
の
所
得
源

の
多
様
化
を
目
的
と
す
る
中
・
大
規
模
農
家
層
ま
で
幅
広
い
経
済
階

層
が
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
岡
本 
二
〇

〇
四
）。
市
場
経
済
化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
経
済
機
会
の
拡
大
を
狙

う
層
が
顕
在
化
し
始
め
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

農
村
―
都
市
間
の
移
動
は
、
上
述
の
Ｄ
Ｏ
Ｐ
と
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
に
よ

る
と
（D

O
P and U

N
FPA

 2013

）、
二
〇
〇
七
年
時
点
に
お
い

て
、
農
村
間
の
移
動
の
規
模
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
伝
統
的
な
農

業
部
門
か
ら
都
市
近
代
部
門
へ
の
労
働
力
移
動
は
、
ル
イ
ス
の
二
重

構
造
的
経
済
発
展
モ
デ
ル
（Lew

is 1954

）
が
示
す
よ
う
に
、
経
済

開
発
に
伴
う
経
済
構
造
の
転
換
過
程
の
一
環
で
あ
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
お
い
て
は
、
産
業
化
が
遅
れ
都
市
部
の
雇
用
吸
収
力
が
小
さ
か
っ

た
た
め
に
、
農
村
―
都
市
間
の
移
動
が
顕
著
で
は
な
か
っ
た
（
岡
本 

二
〇
〇
九
）。
二
〇
一
四
年
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
人
口
の
七

〇
％
が
農
村
に
居
住
し
て
い
る
（D

O
P 2015

）。
そ
の
た
め
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
に
お
け
る
農
村
―
都
市
間
の
移
動
の
実
態
や
流
出
要
因
を
解

明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
殆
ど
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。

一
方
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
国
際
移
民
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、

大
幅
に
拡
大
し
（A

sian M
igrant Centre and M

igrant Forum
 

in A
sia 2004

）、
二
〇
一
三
年
時
点
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
を
国
際
移

動
す
る
労
働
力
の
最
大
の
送
出
国
と
な
っ
て
い
る
（ILO

 and A
D
B 

2014

）。
二
〇
一
四
年
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
国
外
居
住
者＊

2

は
二

〇
二
万
人
に
上
り
、
う
ち
タ
イ
の
居
住
者
が
七
〇
％
、
次
い
で
マ

レ
ー
シ
ア
が
一
五
％
を
占
め
て
い
る
（D

O
P 2015

）。
最
大
の
移
動

先
で
あ
る
タ
イ
に
お
い
て
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
含
む
周
辺
諸
国
か
ら

の
労
働
力
流
入
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、

社
会
経
済
学
的
研
究
も
見
ら
れ
る
（
水
野
・
久
保 

二
〇
〇
八
、
藤
田

ほ
か 
二
〇
一
三
な
ど
）。
し
か
し
、
送
出
国
で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

内
に
お
い
て
、
国
際
移
動
に
関
す
る
研
究
は
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
、
高
橋
（
二
〇
〇
七
）
は
、
ビ
ル
マ
式
社
会
主
義
時
代
の
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「
鎖
国
」
的
経
済
体
制
下
（
一
九
六
二
〜
一
九
八
八
年
）
に
周
辺
諸

国
と
の
闇
交
易
の
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
地
域
の
山
間

部
は
、
一
九
八
九
年
の
国
境
貿
易
の
公
認
以
降
も
、
山
村
の
生
産

物
、
資
源
、
さ
ら
に
人
が
国
境
を
越
え
て
流
れ
て
ゆ
き
や
す
い
地
域

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
イ
ン
ド
と
の
国
境
に
近
い
チ
ン
州

の
農
村
に
お
い
て
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
出
稼
ぎ
が
山
村
の
社
会
経
済
階

層
を
決
定
す
る
主
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
ま
た
同
様
に
、
国
際
移
動
が
非
常
に
多
い
タ
イ
国
境
に
近
い
モ

ン
州
の
農
村
に
お
い
て
は
、
出
稼
ぎ
者
か
ら
の
送
金
が
送
出
世
帯
と

地
域
に
正
負
両
面
の
経
済
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
（Soe N

andar Linn 2011

）。
し
か
し
な
が
ら
、
国
内
移

動
に
関
す
る
研
究
と
同
様
に
、
国
際
移
動
の
労
働
力
流
出
要
因
の
解

明
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
乾
燥
地
域
に
あ
る
マ
ン
ダ
レ
ー
管
区

ニ
ャ
ン
ウ
ー
県
の
一
農
村
で
実
施
し
た
世
帯
悉
皆
調
査
に
基
づ
き
、

農
村
労
働
力
の
国
内
移
動
お
よ
び
国
際
移
動
の
実
態
と
そ
の
流
出
決

定
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
中
央
乾
燥
地
域

で
は
、
近
年
、
農
村
か
ら
の
労
働
力
流
出
が
顕
著
で
あ
り
、
と
り
わ

け
、
国
内
の
都
市
部
の
み
ら
な
ら
ず
、
国
外
へ
の
移
動
が
拡
大
し
て

い
る
。
し
か
し
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
労
働
力
移
動
の
全
体
像
を

把
握
す
る
に
十
分
な
統
計
資
料
が
存
在
せ
ず
、
そ
の
実
態
は
解
明
さ

れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
一
農
村
に
お
け
る
事
例
研
究
で
あ
る
特
徴

と
限
界
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
同
地
域
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
労
働
力
流
出
の
実
態
と
そ
の
要
因

に
つ
い
て
分
析
を
行
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
第
Ⅰ
章
で
調
査
村
の
概
要
を
整
理
し
、

第
Ⅱ
章
で
流
出
の
実
態
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
第
Ⅲ
章
で
、
労
働
力

移
動
の
決
定
要
因
に
つ
い
て
、
個
人
属
性
、
世
帯
属
性
と
の
関
係
な

ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
点
を
ま
と
め
、
結
び
と
す
る
。

Ⅰ
調
査
と
調
査
村
の
概
要

筆
者
は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
と
二
〇
〇
七
年
一
月
に
ヤ
ン
ゴ
ン
市

内
で
地
方
農
村
出
身
者
と
複
数
の
海
外
就
労
仲
介
業
者
に
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
を
行
い
、
中
央
乾
燥
地
域
の
天
水
畑
作
村
で
あ
り
労
働
力
流

出
が
増
加
し
て
い
る
典
型
的
な
村
と
し
て
マ
ン
ダ
レ
ー
管
区
ニ
ャ
ン

ウ
ー
県
ガ
タ
ヤ
ウ
ッ
郡
区
の
ク
ド
ー
村
区
ジ
ョ
ー
ピ
ン
タ
ー
村
（
以

下
、
Ｋ
村
）（
図
１
）
を
調
査
村
と
し
て
選
定
し
、
二
〇
〇
八
年
八

月
か
ら
九
月
に
村
落
内
の
世
帯
悉
皆
調
査
を
行
い
、
二
〇
一
〇
年
一

月
に
簡
単
な
追
加
調
査
を
実
施
し
た＊

3

。



218

ニ
ャ
ン
ウ
ー
県
は
中
央
乾
燥
地
域
の
最
も
降
水
量
が
少
な
い
中
部

に
位
置
し
、
面
積
は
一
四
八
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（M

IM
U
 

2013

）
で
あ
る
。
ガ
タ
ヤ
ウ
ッ
郡
区
の
人
口
は
四
万
一
七
六
二
人
、

う
ち
農
村
人
口
は
三
万
五
九
四
七
人
で
、
農
村
人
口
比
率
は
八
六
％

に
上
る
（D

O
P 2015

）。
バ
ガ
ン
仏
教
遺
跡
や
県
都
ニ
ャ
ン
ウ
ー
市

が
あ
る
県
西
部
は
、
中
部
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
交
通
要
所
メ
ッ
テ
ィ
ー
ラ

と
二
車
線
の
幹
線
道
路
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
県
東
部
の
ガ
タ
ヤ

ウ
ッ
郡
区
は
、
幹
線
道
路
か
ら
外
れ
調
査
時
点
で
舗
装
さ
れ
た
道
路

は
な
い
。
Ｋ
村
は
、
タ
ウ
ン
ジ
ン
で
幹
線
道
路
か
ら
脇
道
に
入
っ
て

二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
に
位
置
す
る
。
Ｋ
村
か
ら
幹
線
道
路
に
至
る

道
路
状
況
は
劣
悪
で
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行
は
な
く
、
自
動
車
で

一
時
間
強
、
牛
車
で
二
〜
三
時
間
、
徒
歩
で
は
数
時
間
を
要
す
る
。

ガ
タ
ヤ
ウ
ッ
郡
区
の
年
間
降
水
量
（
二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
七
年
平

均
）
は
六
三
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
過
ぎ
ず
、
年
間
総
雨
量
並
び
に
月

別
降
水
量
が
毎
年
大
き
く
変
化
す
る
不
安
定
な
少
雨
を
特
徴
と
し
て

い
る
（
図
２
）。
同
郡
は
、
灌
漑
設
備
が
ま
っ
た
く
整
備
さ
れ
て
い

な
い
典
型
的
な
天
水
畑
作
地
域
で
あ
る
。
中
央
乾
燥
地
域
の
天
水
畑

作
で
は
、
不
安
定
な
降
雨
に
よ
っ
て
作
物
の
収
量
が
変
動
し
や
す

く
、
作
物
生
産
レ
ベ
ル
で
は
不
作
が
常
態
的
で
あ
る
。
作
物
生
産
に

と
っ
て
厳
し
い
自
然
環
境
下
に
あ
る
同
地
域
で
は
、
作
物
生
産
と
家

畜
や
賃
金
労
働
な
ど
を
含
め
た
生
業
活
動
全
体
の
安
定
化
を
重
視
す

る
地
域
固
有
の
生
業
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

同
地
の
天
水
畑
作
体
系
は
、
不
作
の
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
た
め
家

畜
を
含
め
て
特
定
の
作
物
へ
の
依
存
度
を
高
め
る
こ
と
を
避
け
る
傾

向
を
持
ち
、
作
物
生
産
レ
ベ
ル
で
見
れ
ば
粗
放
的
で
あ
る
（
松
田 

二
〇
一
二
：
一
〇
〇
―
一
〇
九
）。

パコック県

エーヤーワ
ディー河

ニャンウー市

タウンジン

ニャンウー県

チャウ市ヘ

北

チャウバタウン市へ

チャウバタウン県

ポッパ山ヘ

ポッパ山

クドー村区
ジョーピンター村

タウンタ県ガタヤウッ郡区

県境
郡区境
舗装道

10㎞

ミャンマー全図

図1　調査地K村の位置
（出所）筆者作成。
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陸
稲
を
含
め
稲
作
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
落
花
生
、
ゴ
マ
、
緑
豆

が
主
に
作
付
け
さ
れ
る
ほ
か
、
キ
マ
メ
、
ホ
ー
ス
グ
ラ
ム
、
ソ
ル
ガ

ム
、
オ
ウ
ギ
ヤ
シ
（
砂
糖
ヤ
シ＊

4
）
が
栽
培
さ
れ
る
。
畜
産
も
営
ま
れ
る

が
、
飼
育
規
模
は
大
き
く
な
い
。
電
気
・
水
道
は
未
敷
設
で
、
生
活

水
源
と
し
て
は
小
さ
な
溜
池
と
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支
援
し
た
ポ
ン
プ

井
戸
が
一
つ
あ
る
。
村
内
に
は
、
公
的
教
育
機
関
と
し
て
拡
大
小
学

校
（Post-Prim

ary School ＊
5

）
が
一
校
あ
り
、
他
に
僧
院
（
寺
子
屋
）

が
一
院
存
在
す
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
る
典
型
的
な
中
央
乾
燥
地

域
の
農
村
で
あ
る
。
主
な
調
査
項
目
は
、
家
族
構
成
員
の
職
業
、
学

歴
、
過
去
一
〇
年
間
の
人
口
移
動
、
世
帯
の
農
地
、
家
畜
の
所
有
な
ど

で
あ
る
。
調
査
は
筆
者
の
用
意
し
た
質
問
票
を
用
い
て
複
数
の
調

査
員＊

6

が
聞
き
取
る
形
で
行
っ
た
が
、
一
人
の
聞
き
取
り
が
終
わ
る
た
び

に
不
明
な
点
な
ど
を
筆
者
自
身
が
調
査
対
象
者
に
確
認
し
た
。

村
の
住
民
は
す
べ
て
ビ
ル
マ
族
で
七
九
三
人
、
総
世
帯
数
は
二
〇

五
世
帯
で
あ
っ
た
。
農
地
所
有
世
帯＊

7

は
一
二
四
世
帯
（
六
割
）、
農

地
を
持
た
な
い
（
土
地
無
し
）
世
帯
が
八
一
世
帯
（
四
割
）
に
上

る
。
農
地
所
有
面
積
の
格
差
は
大
き
く
、
一
〇
エ
ー
カ
ー
以
上
を
所

有
す
る
三
一
世
帯
で
、
全
農
地
の
六
〇
％
を
占
め
る
。
無
職
高
齢
者

の
単
身
世
帯
一
世
帯
を
除
け
ば
、
全
世
帯
が
農
家
ま
た
は
農
業
労
働

世
帯
で
あ
り
、
非
農
業
の
み
で
生
計
を
維
持
す
る
世
帯
は
な
い
。
表

１
は
、
世
帯
の
土
地
所
有
と
職
業
構
成
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

537.2
2002年

477.5
2003年

589.0
2004年

516.6
2005年

935.5
2006年

725.7
2007年

0
年間

降水量

300

250

200

150

100

50

（単位：㎜） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

図2　ガタヤウッ郡区の降水量（月別、年間：2002～07年）
（注）系列にない12～3月は乾期にあたり、まったく降雨が観測されない。

（出所）農業灌漑省ミャンマー農業公社（2005、2006、2008）より筆者作成。
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Ｋ
村
で
は
、
農
業
機
械
は
ま
っ
た
く
導
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
農
作

業
は
も
っ
ぱ
ら
役
牛
と
人
力
に
依
る
。
し
か
し
、
天
水
の
み
に
依
存

す
る
典
型
的
な
中
央
乾
燥
地
域
の
天
水
畑
作
体
系
で
は
、
農
業
労
働

は
圃
場
準
備
、
播
種
、
間
引
き
、
収
穫
な
ど
の
時
期
に
集
中
し
、
農

業
労
働
者
が
安
定
的
な
雇
用
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
環
境
に
あ
る
。

農
業
賃
労
働
は
、
ほ
と
ん
ど
が
午
前
中
の
み
の
日
雇
い
で
、
季
節
雇

い
や
年
雇
い
は
な
い
。
農
業
労
働
者
の
年
間
労
働
日
数
は
平
均
一
二

六
日
で
、
賃
金
は
、
ゴ
マ
の
収
穫
に
一
部
で
現
物
支
給
（
一
日
一

〇
缶＊

8
）
が
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、
日
当
七
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
（
約
〇
・
七

米
ド
ル＊

9
）
の
現
金
払
い
で
あ
る
。
た
だ
し
、
オ
ウ
ギ
ヤ
シ
に
登
り
花

序
液
の
採
取
を
行
う
ヤ
シ
登
り
が
他
世
帯
の
作
業
を
行
う
場
合
は
、

分
益
制＊

10

が
採
ら
れ
る
。

耕
起
は
役
牛
二
頭
に
犂
を
曳
か
せ
て
行
う
が
、
高
価
な
役
牛
を
二

頭
以
上
飼
育
し
て
い
る
七
三
世
帯
の
ほ
と
ん
ど
は
、
広
い
農
地
を
所

有
す
る
世
帯
で
あ
る
。
耕
夫
の
労
賃
は
一
日
一
〇
〇
〇
〜
一
五
〇
〇

チ
ャ
ッ
ト
で
昼
食
が
供
さ
れ
る
。
耕
夫
と
共
に
牛
を
借
り
る
場
合
の

賃
金
は
、
一
日
三
〇
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
で
あ
る
。
役
牛
（
と

犂
）
の
み
を
賃
借
す
る
場
合
に
は
一
日
一
頭
当
た
り
一
五
〇
〇
チ
ャ
ッ

ト
が
相
場
で
あ
る
。
ま
た
、
役
牛
を
所
有
し
て
い
な
い
地
主
が
、
役

牛
の
所
有
農
家
に
役
牛
を
用
い
る
農
作
業
（
耕
起
、
運
搬
な
ど
）
を

委
託
し
、
収
穫
後
の
作
物
残
滓
を
謝
礼
と
す
る
季
節
単
位
で
の
契
約

世帯職業 土地無し
世帯

農地所有世帯（面積：エーカー）
合計4未満 4以上

10未満
10以上
25未満 25以上 小計

a.    農業（畑作、畜産）のみ 1 18 30 19 3 70 71
b-1. 農業＋農業労働
b-2. 農業労働のみ

19
52

30 2 32 51
52

c-1. 農業＋非農業
　　  公務員、教員
　　  仲買（ヤシ砂糖）
　　  運送業
　　  仕立屋
　　  薬剤販売
　　  雑貨店
c-2. 農業＋農業労働＋非農業
　  （小売、行商）
c-3. 農業労働＋非農業
　　  小売、行商
　　  仕立屋

2

6
（5）
（1）

5
（3）

（2）

8
（2）
（1）
（1）
（3）
（1）
（1）

6
（4）
（1）

（1）

3
（1）
（2）

22
（10）
（4）
（1）
（4）
（1）
（3）

22

2

6

d.無職 1 1
合計 81 53 40 25 6 124 205

表1　農地所有と世帯職業の構成

（注1） 世帯職業としての畜産は、牛、山羊の飼育（牛飼い、羊飼いを含む）を対象とした。家禽類、豚を対象外とした
理由は、庭先で少数が飼われている形態であったためである。

（注2） 農家の非農業の世帯数内訳は、自営業を営む1世帯に公務員もいたため合計は一致しない。
（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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「
牛
飼
料
払
い
（
ヌ
ワ
サ
ー
ペ
ー
）」
が
あ
る
。
乾
燥
地
で
は
、
飼
料

確
保
は
農
業
経
営
上
非
常
に
重
要
で
あ
る＊

11

。
こ
の
契
約
で
は
、
牛
を

持
た
な
い
地
主
は
不
要
な
作
物
残
滓
を
引
き
渡
す
の
み
で
あ
り
、
一

方
、
特
に
十
分
な
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
牛
主
に
と
っ
て
は
貴
重

な
飼
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
双
方
に
利
益
が
あ
る
。

役
牛
以
外
の
家
畜
で
は
、
乳
牛＊

12

、
山
羊
が
多
く
飼
育
さ
れ
、
豚＊

13

、

家
禽
類
の
飼
育
数
は
少
な
い
（
表
２
）。
土
地
無
し
世
帯
の
な
か
に

は
、
小
規
模
な
畜
産
を
行
っ
て
い
る
世
帯
も
存
在
す
る
が
、
そ
の
う

ち
、
畜
産
を
主
業
と
す
る
世
帯
は
一
世
帯
の
み
で
あ
る
。
家
畜
を
多

く
所
有
す
る
の
は
農
地
所
有
世
帯
で
あ
り
、
土
地
無
し
層
の
小
規
模

畜
産
は
、
農
地
所
有
世
帯
と
の
経
済
格
差
を
埋
め
る
ほ
ど
の
利
益
を

上
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

雇
用
労
働
者
は
、
公
務
員
、
教
職
員
の
み
で
、
月
給
は
三
万

チ
ャ
ッ
ト
程
度
で
あ
っ
た
。
村
内
で
非
農
業
に
も
従
事
す
る
世
帯
は

二
八
世
帯
、
う
ち
土
地
無
し
世
帯
は
六
世
帯
の
み
で
あ
っ
た
。
非
農

業
自
営
で
最
も
所
得
が
高
い
の
は
、
ヤ
シ
砂
糖
仲
買
で
あ
る
。
ご
く

少
量
を
市
場
で
販
売
す
る
世
帯
の
ほ
か
は
小
売
を
行
う
ヤ
シ
農
家
、

ヤ
シ
登
り
は
い
な
い
。
ヤ
シ
砂
糖
仲
買
は
、
最
も
取
扱
量
の
少
な
い

世
帯
で
月
六
万
チ
ャ
ッ
ト
、
多
い
世
帯
で
月
に
数
十
万
チ
ャ
ッ
ト

程
度＊

14

で
、
村
内
の
非
農
業
の
副
業
と
し
て
は
圧
倒
的
に
高
い
所
得
を

得
て
い
る
。
う
ち
二
世
帯
は
ヤ
シ
登
り
に
金
貸
し
も
行
っ
て
お
り
、

完
済
す
る
ま
で
利
子
と
し
て
一
ビ
ス
当
た
り
五
〇
チ
ャ
ッ
ト
（
通
常

買
取
価
格
の
一
三
〜
二
〇
％
）
減
額
し
た
価
格
で
ヤ
シ
砂
糖
を
販
売

す
る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
る
。
次
い
で
所
得
水
準
が
高
い
運
送
業

（
一
世
帯
）
は
、
主
に
農
産
物
を
チ
ャ
ウ
バ
タ
ウ
ン
市
ま
で
運
搬
し

鶏・アヒル 豚 山羊 牛

飼育世帯数（比率％）
　　農地保有世帯
　　土地無し世帯

20　（9.8）
16  （12.9）
 4　（4.9）

21  （10.2）
14  （11.3）
 7　（8.6）

44  （21.5）
27  （21.8）
17  （21.0）

 105  （51.2）
90  （72.6）
15  （18.5）

総飼育数（羽・頭） 158 23 213 276

飼育世帯の平均飼育数 8.4 1.2 5.0 2.7

飼育世帯の最大飼育数 25 2 26 35

　　うち土地無し世帯 15 1 12 6

表2　家畜の飼育数

（注1） 飼育世帯比率は、各々全世帯（205世帯）、農地保有世帯（124世帯）、土地無し世帯
（81世帯）に占める飼育世帯の比率。

（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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て
お
り
、
月
五
万
チ
ャ
ッ
ト
程
度
を
得
て
い
る
。
な
お
、
運
搬
の
際

に
は
生
産
者
の
多
く
が
同
行
し
て
仲
買
業
者
に
直
接
販
売
し
て
お

り
、
運
送
業
者
が
販
売
を
受
託
す
る
場
合
で
も
運
送
代
を
取
る
の
み

で
仲
買
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
他
の
小
規
模
な
自
営
業
は
、
雑
貨
店

（
三
世
帯
）、
仕
立
屋
（
五
世
帯
）、
薬
剤
販
売
（
一
世
帯
）
で
、
収
入

は
月
に
三
万
〜
三
万
五
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
、
野
菜
や
菓
子
な
ど
を
市

場
で
小
売
、
行
商
す
る
世
帯
の
収
入
は
、
月
一
万
〜
三
万
チ
ャ
ッ
ト

で
あ
る＊

15

。

調
査
村
で
は
非
農
業
部
門
が
発
展
し
て
い
な
い
う
え
に
町
か
ら
離

れ
て
お
り
、
非
農
業
部
門
へ
の
就
業
機
会
も
き
わ
め
て
限
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
農
地
が
非
常
に
重
要
な
経
済
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。
農
地

所
有
階
層
別
に
世
帯
平
均
年
間
所
得
を
見
れ
ば
（
表
３
）、
二
五
エ
ー

カ
ー
以
上
を
保
有
す
る
大
農
が
四
四
四
万
チ
ャ
ッ
ト
、
一
〇
エ
ー

カ
ー
以
上
で
は
九
三
万
チ
ャ
ッ
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
四
エ
ー

カ
ー
未
満
の
小
農
で
は
三
三
万
チ
ャ
ッ
ト
、
土
地
無
し
世
帯
は
二
三

万
チ
ャ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
い
。
世
帯
資
産
と
し
て
重
要
な
家
屋
の
形
状

を
見
れ
ば
、
村
内
の
家
屋
の
九
割
（
一
八
三
世
帯
）
は
、
簡
素
な
ヤ

シ
造
で
あ
っ
た
。
資
材
が
高
価
な
木
造
（
四
世
帯
）、
レ
ン
ガ
あ
る

い
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
一
八
世
帯
）
の
家
屋
は
、
全
世
帯
の
一
割

の
み
で
、
す
べ
て
農
地
所
有
世
帯
の
所
有
で
あ
っ
た
。

農
地
所
有
階
層
別
に
、
生
産
年
齢
（
一
五
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
）

土地無し
世帯

農地保有世帯（面積：エーカー）
全世帯

4未満 4以上10未満 10以上25未満 25以上

世帯数
平均世帯規模（人）

81
2.6

53
3.5

40
3.8

25
4.8

6
5.2

205
3.9

平均世帯所得（チャット） 234,798 332,891 403,988 931,777 4,443,917 501,362

　　農業（畜産を除く）
　　畜産
　　農業労働
　　非農業

   2,698
   8,772
187,773
  35,556

138,853
  49,057
104,181
  40,800

236,938
  78,750
  17,500
  70,800

518,777
224,400
        0
188,600

1,823,917
1,453,333
          0
1,166,667

199,845
101,417
104,542
  95,558

表3　年間世帯所得

（注） 平均世帯所得の金額は単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。
（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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の
修
学
年
数
を
見
れ
ば
（
表
４
）、
農
地
が
広
い
ほ
ど
教
育
水
準
が

高
い
。
い
ず
れ
の
階
層
に
お
い
て
も
若
年
層
ほ
ど
修
学
年
数
が
長
く

な
っ
て
お
り
、
基
礎
教
育
の
普
及
は
進
ん
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
ま

た
、
男
女
間
で
は
、
全
体
の
平
均
修
学
年
数
は
女
性
の
方
が
短
い

が
、
年
齢
層
が
下
が
る
に
つ
れ
て
男
女
間
の
格
差
は
改
善
し
て
お

り
、
一
〇
代
で
は
女
性
の
平
均
修
学
年
数
が
男
性
を
若
干
上
回
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
土
地
無
し
層
や
小
農
世
帯
で
は
、
二
〇
代
以
下
の

若
年
層
に
お
い
て
も
平
均
修
学
年
数
が
中
学
校
修
了
の
九
年
に
は
達

し
て
い
な
い
。
村
内
に
は
、
拡
大
小
学
校
し
か
存
在
し
な
い
た
め
、

中
学
校
を
修
了
す
る
に
は
隣
村
ま
で
、
高
校
就
学
に
は
徒
歩
で
片
道

数
時
間
を
要
す
る
タ
ウ
ン
ジ
ン
ま
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、

貧
困
層
の
中
等
教
育
の
普
及
が
遅
れ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

Ⅱ
調
査
村
に
お
け
る
労
働
力
の
流
出

全
世
帯
構
成
員
に
対
し
て
、
調
査
時
か
ら
過
去
一
〇
年
間
（
一
九

九
八
年
以
降
）
に
お
け
る
人
口
移
動
を
調
査
し
た
。
世
帯
内
労
働
力

が
村
外
へ
移
動
し
て
い
る
世
帯
は
、
村
内
全
世
帯
の
五
三
％
、
一
〇

七
世
帯
（
国
内
移
動
八
二
世
帯
、
国
際
移
動
三
九
世
帯
、
う
ち
両
方
一

土地無し
世帯

農地保有世帯（面積：エーカー） 全世帯

4未満 4以上
10未満

10以上
25未満 25以上 女 男 計

人数（人） 240 183 141 91 25 384 296 680

平均修学年数（年） 4.6 5.2 6.2 6.7 9.2 5.1 6.4 5.4

　　15～19歳
　　20～29歳
　　30～39歳
　　40～49歳
　　50～59歳

8.2
5.8
4.2
3.3
1.9

8.6
6.3
6.3
4.2
1.0

   10.5
9.3
8.1
4.3
1.0

   10.4
   10.3

7.4
6.1
0.7

   11.0
   10.0
   11.8

9.8
5.2

9.2
6.9
4.9
5.6
0.4

8.9
7.6
6.6
5.7
2.9

9.0
7.2
5.7
4.4
1.3

表4　農地保有と教育水準

（注） 移動者を含む生産年齢（15歳以上60歳未満）の680人を標本とする。
（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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四
世
帯
）
で
あ
っ
た
。
Ｋ
村
の
平
均
世
帯
規
模
は
三
・
九
人
で
、
国

内
農
村
平
均
四
・
四
人
（D

O
P 2015

）
を
下
回
っ
て
い
る
。
な
お
、

調
査
は
居
住
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
全
構
成
員
が
流
出
し

た
世
帯
は
把
握
さ
れ
な
い
。
流
出
者
（
村
を
一
年
以
上
離
れ
た
者
、

お
よ
び
過
去
一
年
間
で
二
ヵ
月
以
上
村
を
離
れ
た
者
）
は
一
八
三
人

（
う
ち
調
査
時
で
の
帰
村
者
一
三
人
）
で
、
対
住
民
比
で
二
五
％
に
上

る
。
移
動
者
の
う
ち
、
時
期
が
未
定
の
者
を
含
め
て
も
帰
村
が
見
込

ま
れ
る
者
は
六
割
で
、
残
り
の
四
割
は
帰
村
を
考
え
て
い
な
い
。

流
出
者
の
う
ち
一
六
六
人
が
就
労
を
目
的
と
す
る
移
動
で
あ
り
、

婚
姻
、
就
学
、
随
伴
な
ど
に
よ
る
移
動
は
一
七
人
に
過
ぎ
な
い
。
一

方
、
Ｋ
村
へ
の
流
入
者
（
期
間
は
流
出
に
同
じ
）
は
一
四
人
の
み

（
対
住
民
比
二
％
）
で
、
う
ち
一
二
人
は
村
内
出
身
者
と
の
婚
姻
に

よ
る＊

16

。
そ
の
他
の
二
人
は
、
親
の
帰
村
に
随
伴
し
た
児
童
一
人
、
近

隣
村
の
親
類
世
帯
か
ら
居
候
し
て
き
た
独
身
若
年
女
性
一
人
で
あ

り
、
就
労
を
目
的
と
す
る
流
入
は
な
い
。

流
出
者
数
の
推
移
を
見
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
は
年
一
〇

人
に
満
た
な
か
っ
た
流
出
者
が
次
第
に
増
加
し
、
二
〇
〇
八
年
は
九

月
ま
で
で
四
六
人
に
達
し
て
い
る
（
図
３
）。
初
め
て
国
際
移
動
者

が
出
た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
で
、
以
降
、
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。

労
働
力
流
出
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
に
は
増
加
の
兆
し
が
見
ら
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
が
、
大
幅
に
拡
大
し
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
頃

50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0
2000 01 02 03 04 05 06 07 08年

（～9月）

（単位：人） 国外 国内

図3　流出者数の推移
（出所）2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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で
あ
る
。

１
農
村̶
都
市
間
お
よ
び
部
門
間
の
移
動

労
働
力
の
移
動
先
は
、
国
内
一
二
五
人
（
七
五
％
）、
国
外
四
一

人
（
二
五
％
）
で
あ
る
（
表
５
）。
労
働
力
移
動
の
七
割
強
は
男
性

で
あ
る
。
国
内
移
動
で
は
六
五
％
が
男
性
で
、
移
動
先
の
大
半
は
都

市
で
あ
り
、
う
ち
二
大
都
市
（
ヤ
ン
ゴ
ン
管
区
と
マ
ン
ダ
レ
ー
市
）

へ
の
移
動
が
四
九
人
で
全
体
の
四
割
弱
を
占
め
る
。
国
際
移
動
者

は
、
九
割
に
当
た
る
三
七
人
が
男
性
で
、
す
べ
て
マ
レ
ー
シ
ア
、
女

性
四
人
は
す
べ
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
移
動
で
あ
る
。
な
お
、
国
際

移
動
者
の
う
ち
、
国
内
移
動
の
経
験
を
有
し
て
い
た
者
は
二
人
の
み

で
、
ほ
と
ん
ど
が
直
接
国
外
に
移
動
し
て
い
る
。

就
労
を
目
的
と
し
た
移
動
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
村
内
居
住
時
に
は

農
業
部
門
で
の
就
労
者
あ
る
い
は
未
就
労
の
若
年
者
で
あ
っ
た
（
表

６
）。
一
方
、
移
動
先
に
お
い
て
は
農
業
部
門
へ
の
就
労
者
は
五
人
に

過
ぎ
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
非
農
業
部
門
へ
移
動
し
て
い
る
（
表
７
）。
国

内
移
動
で
は
、
公
務
員
、
教
員
、
会
社
員
、
工
場
労
働
者
な
ど
の
近

代
部
門
へ
の
移
動
よ
り
も
、
店
員
、
運
転
手
、
車
掌
、
サ
イ
カ
ー＊

17

、

建
設
労
働
者
な
ど
都
市
雑
業
部
門
へ
の
移
動
が
多
い
。
対
照
的
に
、

女 男 計
国内 44 81 125
　ヤンゴン管区 5 39 44
　　ヤンゴン市 （5） （37） （42）
　　フレーグ市 （2） （2）
　マンダレー管区 3 12 15
　　マンダレー市 （2） （3） （5）
　　ニャンウー県内 （1） （3） （4）
　　その他 （6） （6）
　マグエ管区 12 13 25
　エーヤーワディー管区 14 11 25
　シャン州 7 7
　バゴー管区 3 3 6
　ヤカイン州 2 2
　モン州 1 1
国外 4 37 41
　マレーシア 37 37
　シンガポール 4 4
合計 48 118 166

表5　就労目的での流出者の移動地別人数
（単位：人）

（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。

農業部門 非農業
部門

就学・
未就労 計

自営農業 農業労働
男 26 37 6 49 118
女 5 21 3 19 48

合計 31 58 9 68 166

表6　就労を目的とした移動者の在村時の
職業構成（単位：人）

（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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マ
レ
ー
シ
ア
に
移
動
し
た
男
性
の
三
分
の
二
は
工
場
労
働
者
が
占
め

て
お
り
、
近
代
部
門
へ
流
入
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
移
動
し
た
女
性
は
す
べ
て
看
護
職
に
就
い
て
い
る
。
移
動

者
の
教
育
水
準
に
つ
い
て
は
、
国
内
で
賃
金
水
準
が
高
い
公
務
員
、

会
社
員
、
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
看
護
職
は
全
員
が
基
礎
教
育
を

修
了
し
て
お
り
、
高
等
教
育
就
学
以
上
の
者
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め

る
。
国
内
の
そ
の
他
の
業
種
で
は
、
公
的
教
育
を
受
け
て
い
な
い
あ

る
い
は
小
学
校
卒
業
以
下
の
教
育
し
か
受
け
て
い
な
い
者
が
お
よ
そ

半
数
を
占
め
る
一
方
で
、
高
卒
以
上
も
三
割
を
占
め
る＊

18

。
ま
た
、
マ

レ
ー
シ
ア
へ
の
移
動
で
は
、
小
学
校
卒
業
者
と
高
校
卒
業
者
が
ほ
ぼ

同
数
を
占
め
て
お
り
、
幅
広
い
教
育
層
が
移
動
し
て
い
る
。

移
動
先
で
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
残
留
家
族
は
正
確
に
把
握
し
て

い
な
い
例
が
珍
し
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
独
自
の
調
査

お
よ
び
民
間
調
査
会
社
に
よ
る
賃
金
統
計
（M

SR 2007

）
な
ど
を

用
い
て
当
時
の
賃
金
水
準
を
整
理
し
て
お
く
。
国
内
に
つ
い
て
は
、

近
代
部
門
の
月
額
賃
金
は
、
公
務
員
は
三
万
か
ら
四
万
チ
ャ
ッ
ト
、

ヤ
ン
ゴ
ン
の
工
場
労
働
者
は
四
万
チ
ャ
ッ
ト
程
度
で
あ
っ
た
。
一
般

労
働
者
の
賃
金
水
準
は
、
お
よ
そ
月
三
万
か
ら
四
万
チ
ャ
ッ
ト
の
水

準
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
都
市
雑
業
部
門
に
つ
い
て
は
差
が
大

き
く
一
般
化
は
困
難
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
都
市
部
の
飲
食
店
で
一

般
的
に
雇
用
さ
れ
る
地
方
出
身
少
年
は
、
寝
所
と
食
事
は
供
さ
れ
る

農
業
労
働
者

工
場
労
働
者

公
務
員
・
教
員

会
社
員

店
員

看
護
職

薬
剤
師

自
営
商

運
転
手

車
掌

サ
イ
カ
ー

建
設
労
働
者

家
政
婦

不
定
・
不
明

国内
女 2 2 6 3 21 1 1 1 7
男 3 1 3 4 54 1 2 2 2 2 7
計 5 3 9 7 75 1 1 1 2 2 2 2 1 14

国外
女 4
男 25 8 4
計 25 8 4 4

表7　移動先での職業（単位：人）

（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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こ
と
が
多
い
と
は
い
え
、
手
取
り
の
月
額
賃
金
は
一
万
五
〇
〇
〇

チ
ャ
ッ
ト
程
度
に
過
ぎ
な
か
っ
た＊

19

。
国
内
移
動
者
か
ら
の
残
留
世
帯

へ
の
移
動
者
一
人
当
た
り
の
平
均
送
金
額
（
月
額
）
は
、
二
二
二
五

チ
ャ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

国
際
移
動
者
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
工
場
労
働
者

は
七
〇
〇
リ
ン
ギ
ッ
ト
強
（
二
〇
〇
米
ド
ル
弱
）
程
度
が
相
場
で
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
移
動
し
た
女
性
四
人
の
賃
金
水
準
は
、
お
よ
そ
数

百
米
ド
ル
程
度
と
推
定
さ
れ
た
。

国
外
へ
の
出
稼
ぎ
は
、
国
内
水
準
に
比
べ
高
い
賃
金
が
期
待
で
き

る
が
、
高
い
移
動
コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
移
動

費
用
は
一
〇
〇
万
チ
ャ
ッ
ト
程
度
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
は
三
八
万

チ
ャ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
移
動
者
の
多
く
は
、
借
金
に
よ
っ
て
移
動
費

用
を
工
面
す
る
。
小
農
世
帯
の
う
ち
、
五
世
帯
は
農
地
を
担
保
と
し

て
借
金
を
し
て
い
た＊

20

。
農
地
を
担
保
と
す
る
場
合
、
そ
の
状
態
に

よ
っ
て
幅
が
あ
る
が
一
エ
ー
カ
ー
当
た
り
一
〇
万
〜
七
五
万
チ
ャ
ッ

ト
が
借
り
入
れ
可
能
で
あ
る
。
小
農
世
帯
に
と
っ
て
は
、
農
地
の
す

べ
て
を
担
保
と
し
て
工
面
し
た
資
金
を
、
世
帯
所
得
の
数
倍
以
上
に

上
る
所
得
の
獲
得
を
狙
っ
て
、
国
外
で
の
就
労
機
会
に
投
資
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
村
で
は
被
害
事
例
は
な
か
っ
た
が
、
国

外
就
労
に
関
連
し
て
詐
欺
や
人
身
売
買
、
渡
航
先
で
の
人
身
事
故
の

被
害
な
ど
に
遭
う
リ
ス
ク
も
あ
る
。
国
外
出
稼
ぎ
へ
の
投
資
は
、
送

出
世
帯
に
と
っ
て
、
高
い
賃
金
を
期
待
で
き
る
が
、
コ
ス
ト
と
リ
ス

ク
を
伴
う
投
機
的
性
格
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
出
身
世

帯
へ
の
移
動
者
一
人
当
た
り
平
均
送
金
額
（
月
額
）
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
三
〇
万
チ
ャ
ッ
ト
で
大
幅
に
家
計
所
得
を
増
加
さ
せ
て
い

る
と
は
い
え
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
同
三
万
八
四
二
七
チ
ャ
ッ
ト
で
、
移

動
コ
ス
ト
に
比
し
て
少
額
に
過
ぎ
な
い
。
国
際
移
動
者
か
ら
の
送
金

が
続
け
ば
長
期
的
に
は
所
得
を
向
上
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か

し
、
移
動
者
の
出
身
世
帯
（
三
九
世
帯
）
の
う
ち
、
一
五
世
帯
は
残

債
を
抱
え
て
い
た
。
少
な
く
と
も
調
査
時
点
に
お
い
て
は
、
送
金
を

通
じ
た
出
身
世
帯
の
所
得
増
加
の
効
果
は
顕
著
で
な
か
っ
た
。

２
村
内
労
働
力
構
成
の
変
化

前
節
で
見
た
近
年
の
人
口
流
出
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
Ｋ
村
の
人
口

構
成
は
非
常
に
歪
ん
だ
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
Ｋ
村
の
住
民
お
よ
び

就
労
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
六
三
％
に
上
る
。
村
内
の
就
労
者

五
〇
四
人
の
職
業
構
成
を
見
れ
ば
（
表
８
）、
畑
作
に
従
事
す
る
女

性
の
比
率
が
高
ま
っ
て
お
り
、
農
地
を
持
た
な
い
農
業
労
働
者
の
う

ち
四
分
の
三
は
女
性
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
体
の
三
分
の

一
に
上
る
一
〇
人
が
流
出
し
た
ヤ
シ
登
り
に
つ
い
て
は
、
村
内
に
は

二
八
人
が
残
る
の
み
で
、
労
働
力
が
不
足
し
つ
つ
あ
る
。
畑
作
の
農
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業
労
働
者
と
異
な
り
、
危
険
で
体
力
と
熟
練
を
要
す
る
ヤ
シ
登
り

に
、
女
性
が
従
事
す
る
例
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
調
査
時
点
に
お
い

て
、
ヤ
シ
登
り
を
雇
用
で
き
ず
に
、
花
序
液
の
採
取
を
諦
め
た
、
あ

る
い
は
減
少
さ
せ
た
世
帯
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
村
長
ら
数
人
の
農

家
は
、
こ
こ
数
年
で
農
業
労
働
者
が
減
少
し
、
賃
金
は
上
昇
傾
向
に

あ
る
と
説
明
し
た
。
し
か
し
、
農
業
労
働
者
の
賃
金
水
準
は
他
地
域

と
比
較
し
て
も
非
常
に
低
く
、
半
日
で
作
業
す
る
慣
行
は
維
持
さ
れ

て
い
た
。
調
査
年
に
お
い
て
実
際
に
労
働
力
を
確
保
で
き
な
か
っ
た

一
世
帯
の
み
が
、
相
場
よ
り
三
割
高
い
日
当
（
一
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ

ト
）
で
近
隣
村
か
ら
農
業
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
た
。

村
の
居
住
者
と
流
出
者
の
年
齢
別
人
口
構
成
（
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
）
を
見
れ
ば
（
図
４
）、
特
に
生
産
年
齢
（
一
五
歳
以
上
六
〇
歳
未

満
）
に
お
い
て
居
住
者
の
男
性
の
比
率
が
非
常
に
低
く
な
っ
て
い

る
。
二
〇
〜
三
〇
代
の
男
性
で
は
、
村
内
居
住
者
よ
り
も
流
出
者
の

方
が
多
い
。
四
〇
〜
五
〇
代
に
か
け
て
も
男
性
比
率
が
低
く
、
調
査

で
は
把
握
で
き
な
か
っ
た
一
〇
年
以
上
前
か
ら
す
で
に
男
性
の
流
出

が
増
加
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
Ｋ
村
の
生
産
年
齢
人
口
（
一
五

歳
以
上
六
〇
歳
未
満
）
の
比
率
は
六
五
％
で
、
二
〇
一
四
年
セ
ン
サ

ス
に
お
け
る
全
国
の
農
村
地
域
総
計
の
六
〇
・
七
％
（D

O
P 2015

）

よ
り
も
高
い
水
準
が
維
持
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
年
少
人
口
は
急

速
に
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、
労
働
市
場
へ
の
新
規
参
入
が
急
減
す

自営農 土地無し
農業労働者 ヤシ登り その他 計（農業労働）

男 107 （10） 45 28 7 187

女 158 （28） 131 0 28 317

計 265 （38） 176 28 35 504

表8　村内の就労者の職業構成（単位：人）

（注） 自営農の（農業労働）は、他世帯の農地で農業労働者として雇用される者を示す。
（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
い
わ
ゆ
る
「
過
剰
労
働
力
」
の
減
少
が
う
か

が
わ
れ
た
。

Ⅲ
労
働
力
移
動
の
決
定
要
因

１
分
析
枠
組
み

農
村
か
ら
の
国
内
労
働
力
移
動
と
国
際
労
働
力
移
動
に
つ
い
て
、

ト
ダ
ロ
と
マ
ル
ス
コ
は
国
内
で
の
農
村
―
都
市
間
の
労
働
力
移
動
と

い
う
二
部
門
モ
デ
ル
を
改
良
し
、
国
内
移
動
の
延
長
線
上
に
国
際
移

動
を
捉
え
る
三
部
門
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
は

国
内
で
農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
動
を
経
験
し
た
後
に
、
国
外
の
期
待

所
得
も
視
野
に
入
れ
国
際
移
動
を
選
択
す
る
と
考
え
ら
れ
た

（T
odaro and M

aruszko 1987: 913-916

）。
一
般
に
国
際
移
動

は
、
国
内
移
動
と
比
べ
て
移
動
コ
ス
ト
が
高
く
、
ま
た
、
移
動
先
に

関
す
る
情
報
の
不
足
・
移
動
規
制
な
ど
の
大
き
な
制
限
を
受
け
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
交
通
機
関
の
発
達
、
情
報
化
、
さ
ら
に
は

周
辺
諸
国
の
外
国
人
労
働
者
受
入
策
に
よ
っ
て
移
動
コ
ス
ト
や
制
限

は
低
減
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
移
動
の
選
択
が
段
階
的
に
な
さ
れ
て

50 40 30 20 10 0 10 20 30 40 50 60

80歳以上
75～79歳
70～74歳
65～69歳
60～64歳
55～59歳
50～54歳
45～49歳
40～44歳
35～39歳
30～34歳
25～29歳
20～24歳
15～19歳
10～14歳
5～9歳
5歳未満

 （人）男性 女性

図4　年齢別人口構成（人口ピラミッド）
（注）性別グラフ系列の濃色は移動者、淡色は村内居住者。
（出所）2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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い
る
と
先
験
的
に
定
め
る
理
由
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
で
は
、
都
市
へ
の
移
動
が
顕
在
化
す
る
以
前
に
、
国
際
移

動
の
拡
大
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
調
査
村
の
労
働
力
移
動
が
示
す
よ

う
に
、
農
村
か
ら
直
接
国
際
移
動
す
る
こ
と
は
珍
し
く
は
な
い
。
農

村
に
留
ま
る
か
国
内
移
動
、
国
際
移
動
を
行
う
か
の
選
択
は
、
並
列

的
に
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
三
つ
以
上
の
選
択
肢
を
並
列
し
て
扱
う
多

項
ロ
ジ
ッ
ト
・
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
を
行
う＊

21

。
多
項
ロ
ジ
ッ
ト
・
モ

デ
ル
は
、J

（j=1,..., J

）
個
の
選
択
肢
が
あ
る
と
き
、

と
い
う
属
性

を
持
っ
た
個
人
i
が
、
選
択
肢
j
を
選
択
す
る
確
率

を
次
式
で

表
す
。

は
選
択
肢
j
の
選
択
確
率
に
対
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
ベ

ク
ト
ル
を
表
す
。

　
　
　
　

 

　

（1 ）

こ
の
と
き
、
n
人
の
個
人
に
関
す
る
対
数
尤
度
関
数
は
次
の
よ
う

に
定
義
さ
れ
る
。

　
　
　
　

 　

（2 ）

こ
こ
で
、

は
、
選
択
肢
j
が
選
ば
れ
た
場
合
を
１
、
そ
れ
以

外
を
０
と
す
る
変
数
で
あ
る
。

（2）
式
を
用
い
て
、
労
働
移
動
の
選
択
「
移
動
し
な
い
」、「
国
内
移

動
」、「
国
際
移
動
」
の
三
つ
の
選
択
肢
に
つ
い
て
、「
移
動
し
な

い
」
を
基
準
と
し
て
最
尤
法
に
よ
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
を
行
う
。

本
分
析
で
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
一
四
歳
以
上
六
〇
歳
未
満
の
労
働
力

お
よ
び
労
働
力
移
動
者
、
五
九
四
サ
ン
プ
ル
（
男
性
二
六
九
、
女
性

三
二
五
）
で
あ
る
。
一
四
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
の
は
、
労
働
力
移

動
が
観
察
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
が
存
在
し
た
こ
と
に
よ
る
。

教
育
な
ど
個
人
属
性
が
移
動
の
選
択
に
与
え
る
影
響
と
と
も
に
、

世
帯
戦
略
と
し
て
の
選
択
要
因
を
分
析
す
る
た
め
に
、
説
明
変
数
と

し
て
は
、
女
性
ダ
ミ
ー
、
年
齢
と
そ
の
二
乗
項
、
修
学
年
数＊

22

、
世
帯

主
と
の
続
柄
ダ
ミ
ー
、
世
帯
人
員
数
、
農
地
面
積＊

23

と
そ
の
二
乗
項＊

24

を

用
い
る
。
記
述
統
計
量
は
、
表
９
に
示
さ
れ
て
い
る
。

２
推
計
結
果

多
項
ロ
ジ
ッ
ト
モ
デ
ル
で
は
、
二
つ
の
選
択
確
率
の
比
が
他
の
無

関
係
な
選
択
肢
か
ら
独
立
で
あ
る
と
い
う
Ｉ
Ｉ
Ａ
（Independence 

of Irrelevant A
lternatives

）
の
仮
定
を
本
来
満
た
す
必
要
が
あ

る
。
ハ
ウ
ス
マ
ン
検
定
（H

ausm
an and M

cFadden 1984

）
に

よ
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｉ
Ａ
は
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た＊

25

。
つ
ま
り
労
働
力
移
動
は
、
村
に
留
ま
る
か
移
動
す
る
か
を
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選
択
し
た
後
に
国
内
移
動
か
国
際
移
動
か
を
選
択
す
る
二
段
階
で
移

動
決
定
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
移
動
せ
ず
に
村
に
留
ま
る
、
国

内
移
動
、
国
際
移
動
の
選
択
が
並
列
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
推
計
結
果
は
、
表
10
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

国
内
移
動

ま
ず
、
個
人
属
性
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
女
性
で
あ
る
こ
と
は
国
内

移
動
の
確
率
に
有
意
に
負
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
女
性

は
他
の
条
件
が
同
じ
場
合
に
男
性
よ
り
も
村
に
留
ま
る
傾
向
が
あ

性別（％）　  男性
　　　　　  女性

45.1
54.9

年齢　　　  平均（標準偏差） 35.8（11.7）

修学年数　  平均（標準偏差） 5.11（3.98）

世帯主との続柄（％）　世帯主
　　　　　　　　　　配偶者
　　　　　　　　　　子
　　　　　　　　　　同胞（兄弟姉妹）
　　　　　　　　　　その他

25.6
13.2
44.7
13.0
3.5

世帯人員数　　平均（標準偏差） 5.60（2.31）

農地面積（エーカー）　平均（標準偏差） 4.79（8.60）

表9　記述統計量

（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。

被説明変数 国内移動 国際移動
係数 限界効果（z値） 係数 限界効果（z値）

性別　男性＝0、女性＝1 ‒1.603  ‒0.107*** （‒3.72） ‒3.026    ‒0.114*** （‒4.10）
年齢（歳） ‒0.694  ‒0.026*** （‒2.56） ‒0.656      0.036*** （2.90）
年齢の2乗 0.0002 0.0003** （2.11） ‒0.112    ‒0.001*** （‒2.95）
修学年数 0.198   0.016** （‒3.35） 0.275      0.009*** （2.69）
世帯主との続柄
　配偶者 0.281  0.309 （0.03） 10.219 ‒0.539 （‒0.02）
　子 1.879   0.192*** （3.18） 1.066   0.005 （0.14）
　兄弟姉妹 2.814   0.286*** （4.80） 1.678   0.011 （0.32）
　その他 2.432  0.635 （0.03） ‒12.908 ‒0.737 （‒0.02）
世帯人員数 0.115   0.013** （2.20） 0.006 ‒0.003 （‒0.69）
農地面積 ‒0.135  ‒0.012*** （‒2.98） ‒0.148 ‒0.004 （‒1.40）
農地面積の2乗 ‒0.002  0.0002*** （2.80） 0.001 0.0003 （0.65）
定数 ‒1.487 ‒11.656

LR Chi2（22） 296.86
Log Likelihood ‒289.99
サンプル数 594

表10　労働力移動の決定要因に関する推定結果

（注1） 「移動無し」を基準とする。
（注2） 限界効果の＊＊＊は1％水準、＊＊は5％水準、＊は10％水準で有意を示す。
（出所） 2008年8～9月の現地調査データより筆者作成。
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る
。
年
齢
は
有
意
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
年
齢
が
高
く
な

る
に
つ
れ
て
移
動
の
選
択
確
率
が
減
少
す
る
。
年
齢
の
二
乗
項
は
限

界
効
果
が
小
さ
い
な
が
ら
も
有
意
に
正
で
あ
り
、
年
齢
と
移
動
は
線

形
で
は
な
く
緩
や
か
な
逆
Ｕ
字
の
関
係
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。
修
学
年
数
は
有
意
に
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
章
で
見
た
よ
う

に
幅
広
い
教
育
階
層
か
ら
の
移
動
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
修
学
年

数
が
増
加
す
れ
ば
移
動
の
確
率
が
上
昇
す
る
。
つ
ま
り
、
修
学
年
数

が
短
い
者
ほ
ど
村
に
残
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一

方
、
移
動
先
で
多
数
が
従
事
す
る
非
農
業
部
門
へ
参
入
す
る
確
率

は
、
教
育
水
準
に
よ
っ
て
上
昇
す
る
こ
と
を
示
す
と
解
釈
で
き
る
。

こ
の
結
果
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
も
多
く
の
開
発
途
上
国
と
同

様
に
非
農
業
部
門
に
従
事
す
る
確
率
が
教
育
水
準
に
よ
っ
て
有
意
に

上
昇
す
る
と
い
う
栗
田
ほ
か
（
二
〇
〇
四
）
お
よ
び
黒
崎
（
二
〇
〇

五
）
の
実
証
と
整
合
的
で
あ
る
。

世
帯
の
属
性
に
つ
い
て
は
、
世
帯
主
の
子
や
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
こ

と
、
世
帯
規
模
が
大
き
い
こ
と
が
有
意
に
正
で
あ
る
。
農
地
に
つ
い

て
は
、
面
積
が
有
意
に
負
、
二
乗
項
は
有
意
に
正
で
あ
る
が
限
界
効

果
は
弱
く
、
農
地
と
移
動
の
関
係
は
、
Ｕ
字
型
よ
り
も
線
形
に
近

い
。
つ
ま
り
、
世
帯
人
員
が
多
い
土
地
無
し
や
小
農
世
帯
か
ら
、
世

帯
主
の
子
や
兄
弟
姉
妹
が
移
動
す
る
傾
向
に
あ
る
。
重
要
な
経
済
基

盤
で
あ
る
農
地
を
十
分
に
持
た
な
い
世
帯
が
生
存
維
持
の
た
め
の
支

出
削
減
（
口
減
ら
し
）
や
所
得
の
平
準
化
を
目
的
と
し
て
移
動
し
て

い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
一
方
、
広
い
農
地
を
保
有
し
世
帯
人
員

が
少
な
い
世
帯
で
は
、
国
内
移
動
の
確
率
が
下
が
っ
て
い
る
。
重
要

な
経
済
基
盤
で
あ
る
農
地
を
十
分
に
所
有
す
る
世
帯
で
は
、
耕
作
の

た
め
の
人
員
が
移
動
せ
ず
に
村
に
残
る
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
貯
蓄

の
た
め
の
所
得
源
の
多
様
化
を
目
的
と
す
る
国
内
移
動
は
拡
大
し
て

い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

国
際
移
動

国
際
移
動
に
つ
い
て
も
、
女
性
で
あ
る
こ
と
は
移
動
の
確
率
を
有

意
に
低
下
さ
せ
て
い
る
。
年
齢
は
移
動
の
選
択
に
統
計
的
に
有
意
な

正
の
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
年
齢
の
二
乗
項
は
有
意
に
負
で
あ

り
、
年
齢
と
移
動
は
中
位
年
齢
層
で
移
動
確
率
が
上
が
る
逆
Ｕ
字
の

関
係
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
修
学
年
数
は
正
で
あ
る
が
、
そ
の
限

界
効
果
は
国
内
移
動
に
比
べ
て
小
さ
く
、
国
内
移
動
に
比
較
し
て
、

国
際
移
動
に
学
歴
が
及
ぼ
す
効
果
は
小
さ
い
と
い
う
興
味
深
い
結
果

が
得
ら
れ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
移
動
し
た
女
性
の
看
護
職
は
相
応

の
学
歴
を
要
す
る
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
渡
航
者
は
す
べ
て
非
熟
練

労
働
に
就
い
て
お
り
、
高
い
学
歴
は
必
要
と
さ
れ
な
い
こ
と
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
外
国
人

労
働
者
の
教
育
水
準
は
低
く
、
労
働
統
計
に
よ
る
と
二
〇
一
一
年
の
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外
国
人
雇
用
労
働
者
の
教
育
水
準
は
、
学
校
教
育
を
受
け
て
い
な
い

者
が
一
五
・
四
％
、
初
等
教
育
が
五
三
・
一
％
で
、
七
割
弱
が
初
等

教
育
以
下
に
占
め
ら
れ
て
お
り
、
中
等
教
育
は
二
九
・
〇
％
、
高
等

教
育
は
二
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
（D

O
SM

 2012

）。

国
際
移
動
の
選
択
に
は
、
世
帯
主
と
の
関
係
、
世
帯
規
模
、
農
地

面
積
お
よ
び
そ
の
二
乗
項
も
有
意
で
は
な
い
。
国
内
移
動
と
は
異
な

り
、
世
帯
主
と
の
関
係
、
世
帯
規
模
や
農
地
保
有
の
面
で
、
幅
広
い

階
層
か
ら
国
際
移
動
が
選
択
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
渡
航
者

の
う
ち
、
一
〇
エ
ー
カ
ー
以
上
の
農
地
を
持
つ
世
帯
の
出
身
者
が
六

人
、
四
エ
ー
カ
ー
未
満
の
小
農
お
よ
び
土
地
無
し
世
帯
の
出
身
者
が

二
九
人
で
あ
っ
た
。
比
較
的
豊
か
な
大
農
層
は
資
金
蓄
積
の
た
め
の

所
得
源
の
多
様
化
と
追
加
的
所
得
を
目
的
と
し
て
、
土
地
無
し
や
小

農
世
帯
な
ど
の
貧
困
層
は
生
存
維
持
の
た
め
の
所
得
確
保
を
目
的
と

し
て
、
周
辺
諸
国
の
労
働
市
場
に
経
済
機
会
を
求
め
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
央
乾
燥
地
域
か
ら
の
労
働
力
流
出
の

実
態
と
流
出
要
因
に
つ
い
て
、
ニ
ャ
ン
ウ
ー
県
の
一
農
村
で
実
施
し

た
世
帯
レ
ベ
ル
の
一
次
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
最
後

に
、
本
稿
で
の
フ
ァ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
と
り
ま

と
め
を
行
い
、
結
語
と
し
た
い
。

Ｋ
村
の
農
地
の
所
有
格
差
は
大
き
く
、
農
家
の
大
多
数
は
農
地
四

エ
ー
カ
ー
以
下
の
小
農
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ

る
小
村
で
は
、
非
農
業
部
門
は
発
展
し
て
お
ら
ず
、
村
内
に
は
、
公

務
員
、
教
職
員
を
除
け
ば
、
不
安
定
な
低
賃
金
の
農
業
労
働
し
か
賃

金
労
働
の
機
会
が
な
い
。
労
働
力
の
流
出
圧
力
は
非
常
に
高
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
労
働
力
移
動
が
顕
著
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年

代
以
降
で
あ
り
、
や
や
遅
れ
て
、
国
際
労
働
力
移
動
も
拡
大
し
始
め

た
と
見
ら
れ
る
。
労
働
力
流
出
規
模
は
、
生
産
労
働
力
人
口
の
四
分

の
一
に
達
し
て
お
り
、
う
ち
二
割
は
国
際
移
動
で
あ
っ
た
。
流
出
者

は
主
に
都
市
に
向
か
う
。
移
動
先
で
は
ほ
と
ん
ど
が
非
農
業
部
門
に

就
労
す
る
が
、
都
市
雑
業
に
就
く
比
率
が
高
く
、
近
代
部
門
へ
の
移

動
は
少
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
移
動
の
七
割
程
度
を
男
性
が
占

め
、
結
果
的
に
村
民
の
女
性
比
率
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
労
働
力
流
出
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

調
査
時
の
生
産
労
働
力
人
口
比
は
依
然
と
し
て
高
く
、
労
働
力
不
足

は
顕
在
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
村
内
に
比
べ
れ
ば
高
い
と
は

い
え
、
ほ
と
ん
ど
が
未
熟
練
労
働
力
と
し
て
移
動
先
で
得
る
賃
金
水

準
は
決
し
て
高
く
は
な
く
、
送
金
を
通
じ
た
経
済
構
造
の
変
化
は
未
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だ
大
き
く
は
な
か
っ
た
。

労
働
力
移
動
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
村
に
留
ま
る
か
、
国
内
に
移

動
す
る
か
、
国
外
に
移
動
す
る
か
の
選
択
が
並
列
的
に
行
わ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
移
動
の
選
択
に
つ
い
て
最
尤
法
に

よ
り
各
説
明
変
数
の
影
響
の
程
度
を
推
定
し
た
。
そ
こ
で
は
修
学
年

数
、
世
帯
人
数
、
農
地
の
多
寡
な
ど
に
つ
い
て
、
労
働
移
動
の
選
択

に
対
す
る
効
果
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
修
学
年
数
は
、

国
内
移
動
と
国
際
移
動
の
確
率
を
上
昇
さ
せ
て
お
り
、
教
育
水
準
の

低
い
者
が
村
内
に
滞
留
す
る
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
し
、
労
働
力
流
出

に
対
す
る
正
の
効
果
は
、
国
内
移
動
と
比
べ
国
際
移
動
で
は
弱
い
。

す
な
わ
ち
、
多
く
が
非
農
業
部
門
に
参
入
す
る
国
内
移
動
の
確
率
は

教
育
水
準
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
周
辺
諸
国
の
外
国
人
非

熟
練
労
働
市
場
へ
参
入
す
る
国
際
移
動
に
お
い
て
は
、
教
育
水
準
の

規
定
が
弱
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
世
帯
属
性
に
つ
い
て
は
、
国
内

移
動
で
は
、
土
地
無
し
層
や
小
農
で
世
帯
規
模
の
大
き
い
世
帯
で
、

世
帯
主
の
子
や
兄
弟
姉
妹
に
当
た
る
若
年
層
に
多
い
傾
向
が
あ
る
。

重
要
な
経
済
基
盤
で
あ
る
農
地
の
所
有
面
積
が
広
く
相
対
的
に
小
規

模
な
世
帯
の
構
成
員
が
移
動
せ
ず
に
村
に
留
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、

土
地
無
し
世
帯
や
小
農
世
帯
が
生
存
の
た
め
の
所
得
の
平
準
化
、
支

出
削
減
（
口
減
ら
し
）
を
目
的
と
し
て
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
国
際
移
動
で
は
、
農
地
の
多
寡
や
世
帯
規
模
と
は
、
統

計
的
に
有
意
な
関
係
は
見
ら
れ
ず
、
幅
広
い
階
層
の
世
帯
が
、
高
い

コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
を
伴
う
が
比
較
的
高
い
賃
金
が
期
待
で
き
る
国
際

移
動
を
世
帯
の
戦
略
と
し
て
選
択
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

現
在
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
大
量
の
労
働
力
が
流
入
し
て
い
る
タ

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
外
国
人
労
働
力
へ
の
需
要
が
高
く
、

当
面
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
周
辺
諸
国
へ
の
大
規
模
な
労
働
力
移
動
が

続
く
と
と
も
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
全
体
の
経
済
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
続
け
る
で
あ
ろ
う
（ILO

 and A
D
B 2014

）。
ま
た
、
民
政

移
管
以
降
、
世
界
経
済
へ
の
再
統
合
が
進
み
、
高
い
経
済
成
長
が
期

待
さ
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
は
、
国
内
の
都
市
、
近
代
部
門
の

労
働
需
要
が
急
速
に
増
大
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
調
査
村
の
よ

う
に
非
農
業
部
門
の
発
展
が
遅
れ
る
農
村
で
は
、
都
市
部
と
の
期
待

所
得
の
格
差
は
い
っ
そ
う
拡
大
し
、
国
内
都
市
部
に
経
済
機
会
を
求

め
て
労
働
力
流
出
が
昂
進
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の

過
程
で
、
労
働
力
移
動
を
通
じ
た
経
済
機
会
の
差
に
よ
る
農
村
内
で

の
経
済
格
差
の
拡
大
や
、
労
働
力
流
出
を
補
う
生
産
性
の
向
上
が
な

さ
れ
ず
農
業
生
産
の
低
迷
を
招
く
こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
の
実
現
に
お
い
て
も
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動

や
都
市
化
は
開
発
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
重
視
さ
れ
る
が
、

同
時
に
過
剰
な
人
口
移
動
に
よ
っ
て
農
村
開
発
の
停
滞
と
都
市
ス
ラ

ム
の
形
成
が
懸
念
さ
れ
る
と
し
て
、
農
村
―
都
市
間
の
人
口
移
動
に
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関
す
る
適
切
な
政
策
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
（W

B and IM
F 

2013: 129-163
）。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
統
合
の
進
展
や
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
民
政
移
管
以
降
の
世
界
経
済
へ
の
再
統
合
が
促
進
す
る
工
業
化
や

都
市
化
の
進
展
と
、
農
村
の
労
働
力
移
動
と
の
間
の
相
互
影
響
に
つ

い
て
解
明
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

◉
注

＊
１ 

二
〇
一
四
年
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
三
〇
日
に
か
け
て
三
一
年
ぶ

り
の
国
勢
調
査
（
以
下
、
二
〇
一
四
年
人
口
セ
ン
サ
ス
）
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ

Ａ
な
ど
の
支
援
を
得
て
実
施
さ
れ
、
主
な
結
果
は
二
〇
一
五
年
に
公
表

さ
れ
た
（D

O
P 2015

）。

＊
２ 

二
〇
一
四
年
人
口
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
、
居
住
地
と
は
調
査
時
点

ま
で
の
一
二
ヵ
月
間
の
う
ち
六
ヵ
月
以
上
居
住
す
る
場
所
、
ま
た
六
ヵ

月
以
上
居
住
す
る
予
定
の
場
所
を
指
す
。
海
外
居
住
者
は
、
セ
ン
サ
ス

の
標
本
世
帯
か
ら
移
出
し
現
在
国
外
に
居
住
す
る
構
成
員
を
指
す

（D
O
P 2015

）。

＊
３ 

本
論
文
の
も
と
と
な
っ
た
調
査
は
、
二
〇
〇
八
年
度
龍
谷
大
学
ア

フ
ラ
シ
ア
平
和
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
の
公
募
研
究
員
と
し
て
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
本
論
の
調
査
村
と
そ
の
労
働
力
流
出
の
概
略
に
関
す
る

記
述
の
一
部
に
は
、
調
査
報
告
書
（
水
野 

二
〇
〇
九
）
と
重
複
す
る
内

容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

＊
４ 

高
温
・
乾
燥
に
強
く
比
較
的
安
定
し
た
収
量
が
得
ら
れ
る
オ
ウ
ギ

ヤ
シ
は
、
未
灌
漑
の
乾
燥
地
に
お
い
て
重
要
な
換
金
作
物
と
な
っ
て
い

る
。
オ
ウ
ギ
ヤ
シ
は
、
永
年
作
物
で
苗
を
植
え
て
一
五
年
程
度
で
果
実

の
収
穫
が
可
能
に
な
り
、
六
〇
年
間
程
度
収
穫
が
可
能
で
あ
る
。
実
は

食
用
と
し
て
、
実
の
殻
は
、
牛
の
飼
料
の
ほ
か
柄
杓
な
ど
の
材
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
。
花
穂
を
切
り
落
と
し
て
得
ら
れ
る
花
序
液
を
煮
詰
め

て
つ
く
る
ヤ
シ
砂
糖
（palm

 jaggery

）
は
、
伝
統
的
な
茶
菓
子
と
し

て
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
広
く
食
さ
れ
、
中
央
乾
燥
地
域
は
そ
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
葉
と
茎
は
、
屋
根
の
葺
き
材
、
椅
子
、
籠
な
ど
に
、

幹
は
土
管
な
ど
の
建
築
材
と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
端
材

も
草
木
が
希
少
な
乾
燥
地
に
お
い
て
飼
料
、
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
。
葉
、
茎
、
実
、
花
序
液
（
ヤ
シ
砂
糖
）
の
す
べ
て
が
利
用
可
能
な

オ
ウ
ギ
ヤ
シ
は
、
村
民
の
言
を
借
り
れ
ば
「
捨
て
る
と
こ
ろ
が
ま
っ
た

く
な
い
価
値
あ
る
」
財
産
で
あ
る
。

＊
５ 

中
等
教
育
へ
の
就
学
率
を
拡
大
す
る
た
め
に
二
〇
〇
一
年
度
か
ら

全
国
的
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
小
学
校
課
程
に
加
え
、
中
学
校
課
程

（
四
年
間
）
の
最
初
の
二
年
間
（
第
七
学
年
修
了
ま
で
）
を
有
す
る
学

校
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
基
礎
教
育
制
度
は
、
初
等
教
育
五
年
（
ミ
ャ
ン

マ
ー
語
表
記
「
幼
稚
課
程
」：
英
語
表
記Grade 1

〔
以
下
Ｇ
１
〕
か
ら

同
「
四
年
生
」：
Ｇ
５
）、
前
期
中
等
教
育
四
年
（「
五
年
生
」：
Ｇ
６
か

ら
「
八
年
生
」：
Ｇ
９
）、
後
期
中
等
教
育
二
年
（「
九
年
生
」：
Ｇ
10
お

よ
び
「
一
〇
年
生
」：
Ｇ
11
）
の
計
一
一
年
間
で
あ
る
。
初
等
教
育
の

開
始
年
齢
は
満
五
歳
で
あ
る
。

＊
６ 
農
業
灌
漑
省
農
業
計
画
局
の
職
員
三
人
。

＊
７ 
畑
地
で
小
作
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
耕
作
地
の
ほ
と
ん
ど
は
所
有

地
で
あ
る
。
た
だ
し
、
女
性
単
身
世
帯
で
男
兄
弟
が
耕
作
し
て
い
る
世

帯
が
一
世
帯
存
在
し
た
。
ま
た
土
地
が
質
入
れ
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

質
取
主
の
農
地
と
し
た
。
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＊
８ 

一
缶
（
緬
合
）
＝
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
緬
斗
）
の
一
二
八
分
の
一

（
約
三
二
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）。

＊
９ 
当
時
の
チ
ャ
ッ
ト
の
実
勢
レ
ー
ト
は
一
米
ド
ル
≒
一
〇
〇
〇

チ
ャ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
以
下
、
チ
ャ
ッ
ト
の
米
ド
ル
換
算
表
記
は
省
略
。

＊
10 

ヤ
シ
所
有
者
が
壺
や
梯
子
な
ど
の
道
具
を
用
意
す
る
場
合
は
、
ヤ

シ
登
り
が
身
一
つ
で
仕
事
が
で
き
る
代
わ
り
に
分
益
は
少
な
く
、
花
序
液

を
煮
詰
め
て
作
る
ヤ
シ
砂
糖
の
三
分
の
一
で
あ
る
。
ヤ
シ
登
り
が
道
具
を

自
前
で
用
意
す
る
場
合
は
、
ヤ
シ
砂
糖
の
三
分
の
二
が
ヤ
シ
登
り
に
分
益

さ
れ
る
。
ま
た
、
ヤ
シ
登
り
が
ヤ
シ
所
有
者
か
ら
オ
ウ
ギ
ヤ
シ
を
借
り
る

契
約
も
あ
り
、
そ
の
場
合
の
賃
料
は
、
ヤ
シ
一
本
当
た
り
年
間
一
〇
〇
〇

チ
ャ
ッ
ト
あ
る
い
は
ヤ
シ
砂
糖
の
四
分
の
一
ま
た
は
四
〜
五
ビ
ス
（
緬

升
、
一
ビ
ス
は
約
一
・
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ヤ
シ

砂
糖
の
製
造
（
以
下
、
ヤ
シ
砂
糖
作
り
）
を
委
託
す
る
場
合
は
、
そ
の

三
分
の
一
が
報
酬
と
し
て
分
配
さ
れ
る
。

＊
11 

特
に
乾
季
に
入
り
雑
草
が
不
足
し
始
め
る
と
、
雨
季
に
収
穫
し
た

作
物
の
残
滓
や
、
オ
ウ
ギ
ヤ
シ
の
実
殻
が
与
え
ら
れ
る
。
牛
が
特
に
好

む
豆
類
の
残
滓
は
牛
車
一
台
当
た
り
お
よ
そ
一
万
チ
ャ
ッ
ト
、
あ
ま
り

好
ま
な
い
ゴ
マ
残
滓
は
同
一
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
で
取
り
引
き
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
可
燃
性
が
高
い
ゴ
マ
の
残
滓
は
、
薪
代
わ
り
に
重
用
さ
れ

る
。
な
お
、
雨
季
に
は
主
に
雑
草
が
与
え
ら
れ
る
が
、
十
分
な
量
を
確

保
す
る
の
は
容
易
で
は
な
く
、
多
数
頭
の
牛
を
飼
育
し
て
い
る
場
合
に

は
、
牛
飼
料
収
集
者
（
ヌ
ワ
サ
ー
シ
ャ
ー
）
が
、
草
木
の
乏
し
い
丘
陵

地
に
分
け
入
り
刈
り
集
め
て
き
た
雑
草
（
一
束
五
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
）
を

購
入
す
る
こ
と
が
多
い
。

＊
12 

乳
牛
、
子
牛
な
ど
は
、
牛
飼
い
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
牛

飼
い
に
預
け
る
場
合
、
牛
一
頭
当
た
り
月
六
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
程
度
、
あ

る
い
は
委
託
飼
い
の
場
合
は
、
出
生
し
た
子
牛
が
折
半
さ
れ
る
。

＊
13 

豚
の
肥
育
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
が
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
に
委
託
し

て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
推
奨
さ
れ
て
お
り
（U

N
D
P 

2006

）、
土
地
無
し
世
帯
で
の
肥
育
も
見
ら
れ
る
。
Ｋ
村
で
は
二
〇
〇

五
年
よ
り
女
性
を
対
象
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
二
七
世
帯
が
そ
の
融
資
を
受
け
て
い
た
。
八
万
チ
ャ
ッ
ト
（
約
八

〇
米
ド
ル
）
を
融
資
し
、
隔
週
で
四
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
（
約
四
ド
ル
）

を
二
五
回
、
合
計
一
〇
万
チ
ャ
ッ
ト
（
約
一
〇
〇
米
ド
ル
）
返
済
す
る
。

＊
14 

た
だ
し
、
ヤ
シ
の
花
序
液
が
採
取
で
き
る
期
間
の
年
七
ヵ
月
程
度

で
あ
る
。

＊
15 

一
日
当
た
り
で
は
、
七
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
チ
ャ
ッ
ト
の
利
益
が
あ

る
が
、
週
一
日
開
か
れ
る
市
場
で
の
み
商
う
世
帯
も
あ
る
。

＊
16 

そ
の
他
の
夫
婦
は
、
す
べ
て
村
内
婚
で
あ
る
。

＊
17 

自
転
車
の
側
面
に
客
を
乗
せ
る
座
席
を
取
り
付
け
た
乗
り
物
。

＊
18 

工
場
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
卒
業
か
ら
中
学
校
程
度
の
教

育
水
準
が
多
い
。
国
内
都
市
雑
業
部
門
の
業
種
別
の
教
育
水
準
は
、
本

調
査
デ
ー
タ
で
は
標
本
数
が
少
な
い
た
め
統
計
的
に
特
徴
を
整
理
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ナ
ン
ミ
ャ
ケ
ー
カ
イ
ン
・
藤
田
（
二
〇
〇

五
）
は
ヤ
ン
ゴ
ン
の
都
市
雑
業
層
で
は
高
所
得
の
職
種
に
は
、
高
い
年

齢
層
で
か
つ
高
学
歴
の
者
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

＊
19 

事
前
調
査
お
よ
び
補
足
調
査
を
含
む
調
査
実
施
期
間
の
ヤ
ン
ゴ
ン

市
内
で
の
複
数
の
飲
食
店
従
業
員
な
ど
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

＊
20 
完
済
す
る
ま
で
担
保
農
地
の
耕
作
権
は
金
の
貸
し
手
に
移
る
が
、

現
金
払
い
の
利
子
は
課
さ
れ
な
い
。
Ｋ
村
内
で
は
、
担
保
、
質
草
が
な
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い
場
合
に
は
月
利
七
〜
一
〇
％
の
高
利
で
あ
る
。

＊
21 
⑴
⑵
式
の
導
出
に
つ
い
て
は
北
村
（
二
〇
〇
九
：
一
二
一
―
一
二

三
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

＊
22 

修
学
年
数
の
二
乗
項
を
入
れ
た
推
計
も
試
み
た
が
、
有
意
で
は
な

か
っ
た
。

＊
23　

調
査
時
点
で
、
国
外
へ
の
移
動
世
帯
で
、
移
動
後
に
農
地
を
購
入

し
た
世
帯
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
送
金
に
よ
る
農
地
取
得
の

影
響
は
考
慮
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
農
地
を
担
保

に
渡
航
費
を
工
面
し
た
五
世
帯
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
が
必

要
で
あ
る
。

＊
24 

土
地
無
し
ダ
ミ
ー
を
入
れ
た
推
計
も
試
み
た
が
、
有
意
で
は
な

か
っ
た
。

＊
25 

通
常
の
ハ
ウ
ス
マ
ン
検
定
で
は
、
検
定
に
い
く
つ
か
の
限
界
が
あ

る
た
め
本
稿
で
は
見
か
け
上
無
相
関
な
推
計
（seem

ingly unrelated 
estim

ation

）
を
用
い
た
。
カ
イ
二
乗
値
は
８
・
48
（
自
由
度
12
）
で
、

Ｉ
Ｉ
Ａ
が
成
立
す
る
と
い
う
帰
無
仮
説
は
棄
却
さ
れ
な
か
っ
た
。
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